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TOP/TOE継続研鑽 (CPD) 認定プログラム（聴講A01.(2) 4H 単位（予定），発表 A04.(1) 20N単位（予定））
交通工学研究会は建設系CPD協議会に加盟しています
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第 3回シンポジウムでは、セッション内容・トピックの充実、
多方面からの参加者の増加方策を検討していく予定です。
開催概要やプログラム、参加費、参加申込方法等の詳細については、
今後、機関誌「交通工学」や交通工学研究会WEBサイトにてお知らせします。
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特　徴 JSTE シンポジウムは
交通工学に関する最新技術・情報のショーケース
JSTE シンポジウムは、交通工学研究会における各種委員会等の講習会やセミナー、
ミニシンポジウムなどの企画を併せ持ち、一度に様々な体験が可能な、
いわばショーケース的な位置づけのイベントです。毎年 12 月頃に全国各地で
巡回開催することとし、2019 年福岡開催からスタートしました。

交通工学研究会の各種委員会、開催地、スポンサー企業の企画セッションが一堂に集結！

講習会、セミナー、シンポジウム等のイベントを一度に体験できます！

業界でお悩みのことはありませんか？
交通工学の専門家・技術者と直接話をすることのできるチャンスです。

官学民の垣根を越えて意見交換できるチャンスです。
国、地方公共団体、警察、高速道路会社、コンサルタント、メーカー、大学、研究機関など
幅広い業種からの参加を想定しています。

会場

主催

見どころ
愛媛・松山は
議論する環境が整っています

これまでの開催の様子は次ページに

愛媛・松山には、道路空間の再配分を実現した「花園町通り」や
サイクリストの聖地として広く知られる「しなまみ海道」をはじめ
交通工学に関連する優れた事例が多数存在します。こうした好事例を現地で体験しつつ、
道後温泉で一息つきながら議論を行ってみてはいかがでしょうか。
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